
第２次行財政改革推進プランの実施状況（平成15年3月末現在）

新たな行政需要
に対応するため
の施策の見直し

適正規模の組織
体制の確立

職 務 に 応 じ た
人事制度と人材
育成策の充実

健全な財政運営
の確立

行政、市民およ
び企業の三者の
関係の再構築
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合計 予定以上 予定
どおり

平成14年度に取り組む項目
やや遅れ
ている

遅れて
いる

0
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1
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0
(0％)

0
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分　　野

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
市
で
は
第
２
次
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
第
２
次
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
は
平
成
15
年
３

月
末
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

後
は
第
３
次
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た

人
員
や
財
源
の
効
率
的
・
効
果

的
な
活
用
に
努
め
、
今
ま
で
以

上
に
質
の
高
い
サ
U
ビ
ス
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
半
年
ご
と
に
行
財

政
改
革
の
進
行
状
況
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
15
年
３

月
末
現
在
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
２
次
行
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
60
の
実
施

項
目
の
う
ち
、
平
成
14
年
度
に

取
り
組
む
べ
き
項
目
は
45
項
目

で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
予
定
以

上
に
進
ん
で
い
る
項
目
は
「
公

共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
」
、

「
土
地
開
発
公
社
所
有
地
の
売

却
」
、
「
小
平
ふ

る
さ
と
村
に
お

け
る
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育

成
」
の
３
項
目

で
す
。
約
８
割

に
当
た
る
38
項

目
は
、
ほ
ぼ
予

定
ど
お
り
に
進

ん
で
い
ま
す
。

予
定
よ
り
や
や

遅
れ
て
い
る
項

目
は
、
「
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
」
、

「
公
共
施
設
の

再
配
置
」
、
「
使

用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
」
の
３
項
目
で
す
。

ま
た
、
予
定
よ
り
明
ら
か
に
遅

れ
て
い
る
項
目
は
、
「
勤
勉
手

当
へ
の
成
績
率
の
導
入
」
の
１

項
目
で
す
。

以
上
の
結
果
を
分
野
別
に
集

計
す
る
と
、
右
表
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。

▽
「
１
係
１
改
善
運
動
」
を
実

施
し
、
全
百
39
の
係
な
ど
が
改

善
目
標
を
設
定
し
、
９
割
以
上

の
係
で
目
標
を
達
成
し
、
効
果

を
見
い
だ
し
ま
し
た
　

▽
複
雑
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ

U
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
員

の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
小
平
市
人
材
育

成
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た

▽
小
平
市
土
地
開
発
公
社
の
所

有
地
の
う
ち
、
可
能
な
も
の
を

売
却
す
る
こ
と
で
、
約
19
億
円

の
借
入
金
を
償
還
し
、
財
政
の

健
全
化
を
進
め
ま
し
た

▽
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
U
ツ
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
U

自
動
券
売
機
で
「
利
用
券
」

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
オ
イ
ル
、
化
粧
品
な
ど
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん

▽
場
内
で
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん

▽
浮
き
輪
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い

▽
水
中
め
が
ね
（
ゴ
U
グ
ル
を

除
く
）
、
シ
ュ
ノ
U
ケ
ル
、
足

ひ
れ
、
ゴ
ム
ボ
U
ト
、
ボ
U
ル

な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

▽
ラ
ジ
オ
、
時
計
、
装
身
具
な

ど
の
使
用
、
持
ち
込
み
は
で
き

ま
せ
ん

▽
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す

（
付
き
添
い
の
方
も
水
着
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
盗
難
防
止
の
た
め
、
貴
重
品

な
ど
は
、
必
ず
ロ
ッ
カ
U
に
入

れ
て
く
だ
さ
い

東
部
公
園
プ
U
ル
に
は
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
U
ル
の

一
般
開
放
中
は
駐
車
場
が
自
転

車
駐
輪
場
に
な
り
ま
す
の
で
、

公
園
を
利
用
す
る
方
も
車
で
の

来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

萩
山
公
園
プ
U
ル
は
、
駐
車

場
が
狭
い
の
で
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
萩
山
公
園
プ
U
ル

ò
042
（
３
４
２
）
３
５
８
６

▽
東
部
公
園
プ
U
ル
ò
０
４
２

４
（
64
）
１
２
３
２

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
保
護

受
給
家
庭
、
心
身
・
精
神
障
害

児
・
者
に
市
民
総
合
体
育
館

（
屋
内
）
プ
U
ル
、
萩
山
公
園

プ
U
ル
、
東
部
公
園
プ
U
ル
共

通
の
無
料
利
用
券（
１
人
20
枚
）

を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象

▽
ひ
と
り
親
家
庭
ま

た
は
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
中

学
３
年
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

▽
心
身
障
害
児
・
者
お
よ
び
精

神
障
害
者
（
手
帳
所
有
者
）

▽
右
の
う
ち
、
小
学
３
年
生
以

下
の
児
童
と
重
度
の
心
身
・
精

神
障
害
児
・
者
の
付
き
添
い
の

方交
　
付

７
月
11
日
（
金
）
以

降
に
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ

▽
生
活
福
祉
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
４
７

▽
障
害
者
福
祉
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
４
２

▽
児
童
課
ò
042
（
３
４
６
）
９

５
４
４

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
発
足

し
ま
し
た
。
指
導
技
術
を
有
す

る
人
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
し
、
地
域
で
活
動
す
る
団

体
な
ど
に
対
し
て
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
す
　

な
お
、
遅
れ
て
い
る
４
項
目

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
第
３
次

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
中

で
も
実
施
項
目
に
掲
げ
て
お

り
、
各
推
進
担
当
課
に
お
い

て
、
実
施
に
向
け
て
さ
ら
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
　
　
◇

市
で
は
今
後
と
も
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
の
内
部
努
力

を
進
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
第
２
次
お
よ
び
第
３
次
行
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
は
、
図
書

館
、
市
役
所
１
階
市
政
資
料
コ

U
ナ
U
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
小
平
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

行
政
管
理
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
７
５
６
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６月の環境月間にあわせて、小平第一中学校の

１・２年生の授業の一環として行いました。約260人

の中学生が、小平のみどりと玉川上水の歴史、農業

体験、資源分別、水質分析の４つのコースに分かれ

て、畑の草むしりやペットボトルの分別、玉川上水

の水質調査などの環境学習を体験しました。

中学生の総合的な
環境学習を初めて実施
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施　　設

開設期間

利用時間

利用料金

萩山公園プール

一般用、小学生用、
幼児用

7月12日(土)～8月31日(日)

※雨天などにより、臨時に休みになる場合があります。

午前9時30分～午後5時

※7月12日・14日～18日の
　6日間は午後1時～5時。

大　　　人…200円(２時間以内)
中学生以下…  60円(　　〃　　)

※ロッカー使用料(１回10円)が必要です。

大　　　人…300円(２時間以内)
中学生以下…100円(　　〃　　)

※7月12日・14日～18日の
　6日間は午後1時～5時30分。

午前9時30分～午後5時30分

一般用、幼児用、
スライダープール、
流れるプール

東部公園プール


